
松阪清泉愛育園

【１】保育内容に関する評価

A B C D 意⾒・改善案

（１）保育所職員らが、すべての⼦ども
について、⼀⼈ひとりの存在とその⼈権
を尊重していますか

◯

「みんな⼀⼈ひとり
尊重しているのでは
ないか」という声が
委員会内で多かった

（２）保育所職員らが、⽇頃から、⼦ど
もに⾝体的苦痛を与えたり、⼈権を辱め
たりするなど精神的苦痛をあたえること
がないようにしていますか。

◯

⽇頃からの保育を⾒
て、保育者⼀⼈ひと
りが暖かい保育をし
ているので、⼦ども
に⾝体的苦痛を与え
たりする保育者はい
ないのではないか

（３）個⼈情報の保護に配慮し、⼦ども
やその家庭についての秘密を正当な理由
なく漏らすことがないようにしています
か。

◯

・必要な時には家庭
に聞いて、個⼈情報
同意書を配布してい
る
・また保護者には動
画の撮影は⾏事のみ
と周知してある。撮
影した写真はSNSに
のせないと保護者に
事前に周知してある

［記⼊⽅法］
A（⼤変良い）、B（良い）、C（⼀部検討を要する）、D（改善を要する）の４段階で評価します。
項⽬ごとに、意⾒・改善策を記述します。

※今年度の本園の保育・教育全般を総合的に評価し、次年度の保育計画に活かせるような内容で評
価します。

2023年度（令和5年度）後期：保育所における⾃⼰評価

評価
内容項⽬

保
育
所
の
保
育
に
関
す
る
評
価

保
育
内
容
に
関
す
る
評
価



（４）職員らは、⼦どもの家庭状況は多
様だという考えの上で、今、その⼦に何
が必要か⾒極め、それぞれにとって適切
な援助をしていますか

◯

・通訳の採⽤決定
・個々の⽀援に向け
て、保育のあり⽅を
相談し、市役所と連
携している
・園では気になる⼦
についてのエピソー
ド記録をとり、園内
研修等で課題や改善
点について話し合っ
ている

（５）⼦どもと⼀緒に思い切り体を動か
して遊ぶことの重要性を理解し、楽しん
でいますか。

◯

・リトミックやリズ
ム遊びをクラスで活
動として取り⼊れて
いる
・夏の間、熱中症指
数のため⼾外に出る
ことが難しい⽇が多
いので、夏の期間は
ランチルームをプレ
イルームとして使
い、体を動かす機会
をもうけている

（６）職員それぞれが、⼀⼈ひとりの⼦
どもに⽬が⾏き届いていたか振り返り、
これからの保育の課題をみつけることが
できますか。

◯

・開園当初は困難も
あったが夏頃から保
育にも余裕がでてき
て、振り返りするこ
とができるように
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（７）職員らは、指導計画を作成すると
き、「保育所保育指針」を読み、参考に
していますか。

◯

・現場の保育者から
「保育所指針」を⾒
て、保育を振り返る
ことが個々に必要で
あると話が挙がっ
た。
・園でも保育所保育
指針を購⼊する
・⼀⼈⼀⼈の読み直
しを推奨

（８）職員らは、保育園の⽅針である保
育計画をもとにして、指導計画を作成し
ていますか。

◯

・⼦どもの温和な姿
から無意識に普段か
ら保育者が⾃園の⽅
針である「家庭的な
雰囲気の中で〜」を
⼈的環境としてつく
ることができている
のではないか。指導
計画の⽂字にはない
が、気持ちがつな
がっている。⼦ども
たちのつぶやきから
も働きかけが反映さ
れている

（９）職員らは、⼦ども⼀⼈ひとりの発
達の姿や興味の対象を把握して、⽉・
週・⽇案などを作成していますか。

◯

（１０）各クラスにおいて、⽉・週・⽇
案などには、⼦どもの意欲を誘う環境構
成が⼗分⼯夫されていますか。

◯
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（１１）複数担任の場合、よく話し合っ
てお互いの考えを⼗分に理解した上で、
⽉・週・⽇案などを⽴てていますか。

◯

複数担任のクラスは
クラスの保育者同⼠
話し合うことが⼤切
と思っている保育者
たちが多く、⼦ども
の姿で気になったこ
と等を同じクラスの
保育者で話し合い、
次の⽉案・週案等に
活かしている

（１２）⽉・週・⽇案などが、実際の⼦
どもの姿、興味・関⼼に合っていたかと
いう視点から職員⾃ら保育を評価・反省
していますか。

◯

（１３）職員らは、⽉１回以上、指導計
画の点検・評価を⾏い、その結果を次の
指導計画に⽣かしていますか。

◯

（１）園児らの発育・発達状況を把握
し、職員全体で情報を共有することで、
⽇常の保育にいかせていますか。

◯

（２）⾷物アレルギーなどの⼦どもに対
して、医師の指導のもと、適切な対応を
していますか。

◯

・⾷物アレルギーに
関しては調理室で机
を普通⾷とアレル
ギー除去⾷を分けて
おいてある。また冷
蔵庫も分けている。
今後は⽫の⾊を変
え、視覚的にも分か
りやすくする予定

（３）⽇頃から問題の早期発⾒を⼼が
け、虐待や家庭内の問題などが疑われる
場合は、園⻑や主任、専⾨機関と連携を
取りながら適切に対応していますか。

◯
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（４）特別な配慮がいる園児に対して、
園内で情報を共有し、専⾨機関と連携を
取りながら対象園児への理解を深めるよ
うな取り組みをしていますか。

◯

（５）園内の感染症対策を職員らが理解
し、実践できていますか。

◯

園内で感染症が起き
ないように⽇頃から
嘔吐等の処理研修を
看護師のもと⾏い、
保育者は知識を深め
て実践に活かした
り、園内で感染症が
起きたい際には迅速
に⼿紙や「コドモ
ン」の配信を⽤いて
情報発信したりして
いる
・今後も保護者から
のアンケート等を参
考にし、危機管理等
に注意していく

（１）清泉愛育園の保育理念を理解し、
保育理念を実現できるような保育計画を
⽴て、⽇々の保育を⾏っていますか。

◯

清泉愛育園の保育⽬
標について、いつで
も⽬を通すことがで
きるように園内に表
⽰している

（２）異年齢保育の中で思いやりのある
⼼を育て、園全体で豊かな⼈間関係が築
けるような保育環境を設定しています
か。

◯

⼦どもたちが思いや
りのある⼼が育つよ
うに指導案等にも異
年齢での関わりに関
する内容を記⼊し、
⽇頃から異年齢で遊
んだり、交流を深め
たりしている
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（３）園全体で家庭的な雰囲気の中で⾃
⼰肯定感を育む保育をしていますか。
（⾃⼰肯定感を育む⼯夫を保育計画に⼊
れていますか）

◯

⼦どもたちの⾃⼰肯
定感が育むように、
保育者は⽇頃から
「⼦どものできた」
を⾒逃さず認めた
り、受けとめたりし
ながら保育を進めて
いる

（４）園全体で⽣きる⼒を育むための保
育環境を整えていますか。また、⽣きる
⼒を育むことで「⾃⽴⼼」を養うことが
できていますか。

◯

⾃⽴⼼が養うため
に、⽇頃の保育では
⾃分でできることは
⾃分でしようとする
姿を⾒届けたり、援
助が必要な時にはで
きないところだけ⼿
伝ったりして関わっ
ている

（５）幼児期に「⾃分で考え⾏動できる
⼦」に育てるための保育内容を実践でき
ていますか。

◯

「⾃分で考え⾏動で
きる⼦」に育つよう
に、⽇頃から⼦ども
たちの考えを尊重し
たり、⾃分で⾏動し
ようとしたりするこ
とを認めている。ま
た気持ちを受とめて
いる
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（６）園児が葛藤を経験したり、失敗や
困難に直⾯したりする際に、⾃ら⽴ち向
かおうとする⼒を導き出していますか。

◯

失敗した時に⾃ら⽴
ち向かおうとするこ
とができるように、
失敗した時にはその
時の気持ちを⼗分に
受けとめながらも、
前向きになるような
⾔葉をかけたり、⾃
分でしようとして少
しでもできるように
なった時には保育者
全員で認めて、個々
の⾃信へつなげたり
している

（７）クラス友⼈や異年齢の仲間と共に
育ち合う保育環境を実現していますか。

◯

保育室やフロアに⼦
どもたちが興味・関
⼼がもてる環境を作
り、⽇頃から友だち
や異年齢で遊ぶこと
が楽しむ体験、経験
をしている

（８）園全体で「対話」を⼤切にして、
⼈との対話を楽しむような保育や⼈の話
を最後まで聞けるような指導をきちんと
⾏っていますか。

◯

「対話」の⾯では、
⽇頃から⼦どもたち
⼀⼈ひとりの気持ち
や思いを読み取った
り、また最後まで聞
いて保育者が⾒本と
なったりして関わっ
てい
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（９）体⼒づくりのための活動を保育内
容に取り⼊れていますか。

◯

体育指導があった
り、またクラス内で
も⼦どもたちのつぶ
やきをひろいなが
ら、リズム遊び等を
楽しんだりしている

（１０）園の⾷育⽅針を理解し、⾷べも
のを⼤切にする「共⾷」「植⾷」を保育
内容に取り⼊れていますか。

◯

「共⾷」「植⾷」に
関する保育内容とし
ては、折々の季節に
合わせて園で野菜を
育てたり、⼦どもた
ちが友だちと⾷べる
ことが楽しいと思え
る雰囲気作りを⼼掛
けたりしている

（１１）世界の⽂化や情勢にも⽬を向
け、「世界の⼦どもと⼿をつなげる」こ
とができるよう保育内容に取り⼊れてい
ますか。

◯

異国籍の⼦がいるク
ラスもあり、⼈種を
分けず⼀⼈ひとりの
⼦どもに寄り添い尊
重しながら保育を進
めている

【１】保育所運営に関する評価

A B C D 意⾒・改善案

（１）能率的、合理的な運営組織になっ
ているか。

◯

・理事会の⽅に関
わっていただいてい
る
・職員室に運営図の
説明の表⽰がある

（２）職務内容が明確で、協働できる体
制になっているか。

◯

（３）職員の配置は適材・適所か。 ◯
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（４）係や仕事の分担・割り当ては適切
か。

◯

会
計
（１）各種会計を適正かつ適切に処理し
ているか。

◯
会計としては、会計
事務所の先⽣と連携
して⾏っている

（１）個⼈⾯談がきちんと⾏われ、⼈事
評価が適切に⾏われているか。

◯
個⼈⾯談を年３回
⾏って、定期的に実
施している

（２）保育⼠や職員の⾃⼰評価がきちん
とできるように、サポートがなされてい
るか。

◯

（３）⾃⼰評価内容が保育の質向上に反
映されているか。

◯
・⾃⼰評価結果内容
を保育者に園内研修
で周知している

（４）保育所の⾃⼰評価のために、第三
者（専⾨家・保護者・地域住⺠）からの
フィードバックを受けているか。

◯

（５）保育所の⾃⼰評価を職員全員の共
通理解の元で⾏われているか。

◯

（１）各種会議を適切かつ効率的に進め
ているか。

◯

（２）職員相互がそれぞれ全体的⽴場を
理解し協⼒や助⾔を惜しむことなく施設
の運営に関わっているか。

◯
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（３）打ち合わせ回数、時間、内容は適
切か。

◯

・打合せの回数
（ミーティング）は
⽉１回で⾏い、適切
である。また時間も
保育に⽀障がないよ
うに時間を決めて
⾏っている
 内容は全員に周知
が必要なことを中⼼
に会議で話し合って
いる

（１）所内研究がなされているか。 ◯

松阪市独⾃の研修を
もとに、気になる⼦
のエピソード記録を
とり、気になる⼦へ
の保育⽀援等を考え
るきかっけや対策と
している

（２）所内研究の主題は、保育⽬標の具
現化につながるものであるか。

◯

（３）所内研究の計画・運営は適切か。 ◯
（４）研究の成果を⽇常の保育に⽣か
し、乳幼児の保育内容・育ちに反映され
ているか。

◯

（５）研究の実践による乳幼児理解が深
まりを⾒せているか。

◯

（６）園内研修の計画と運営は適切か。 ◯
（１）各種研究会、研修会、講演会への
参加態勢の充実を図っているか。

◯
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（２）各種研究会、研修会、講演会での
内容を所内に還元しているか。

◯

・外部研修等の記
録・反省は記⼊して
いるが、その記録・
反省に対して実践に
活かせいけるように
していく
・研修会、講演会で
講師の⽅に教えて頂
いた実技を保育に取
り⼊れて還元してい
る。
・実技で学んだこと
を実際の保育では活
かすことができてい
るが、キャリアアッ
プ研修や他の研修な
ど今後、会議時に報
告できる時間を設け
る

（１）乳幼児や保護者に関する個⼈情報
を適正に取り扱っているか。

◯

・個⼈情報を適切に
取り扱うことができ
るように書庫に鍵を
つけ、延⻑保育の保
育者が鍵をかけてい
る

（２）公⽂書収受、発送、処理を適切に
⾏っているか。

◯

（３）各表簿は適切な時間・⽅法で作
成・処理されているか。

◯

（４）パソコンやタブレット（各種シス
テムやコドモンにも同様に）パスワード
を設定し、使⽤しない時は施錠管理され
る場所に保管されているか。

◯
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（１）施設内外・設備の安全点検を計画
的に⾏なっているか。

◯

（２）遊具・⽤具などを活⽤しやすいよ
うに整理・保管しているか。

◯

（３）不審者などに対応する周到な配慮
を⾏なっているか。

◯

・不審者などに対応
するために年２回不
審者訓練を⾏った
・来年度は⾊々な想
定や⼦どもが怖がら
ないような訓練を考
えていく

（４）掲⽰板・掲⽰場所などを適切かつ
効果的に活⽤しているか。

◯

（１）他施設との年間交流計画は、保育
⽬標や課題にそったものになっている
か。

◯

（２）他の施設の職員同⼠が、研修や交
流の機会を持って、互いの保育・教育に
対して理解を深め相互にアドバイスでき
るような関係を構築できているか。

◯

・公開保育や合同研
修、交流保育に参加
し、他施設の職員と
交流することができ
た

（３）他の施設と⽇常的に情報交換を
し、それを交流活動に⽣かしているか。

◯

・（２）で公開保育
や合同研修、交流保
育に参加し、他施設
の職員と交流するこ
とができている

（１）保護者などに保育参観⽇を設定し
ているか。

◯

・今年度は実施でき
なかった。来年度は
保育参加⽇を年１回
予定している
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（２）保護者を含む地域の⼈材活⽤をし
ているか。

◯

・鍵盤ハーモニカの
演奏等、地域の⽅を
招待した。またクリ
スマス会の際にサン
タクロース役として
保護者にお願いして
参加して頂いた為、
保護者を含む地域の
⼈材を活⽤できた

（３）地域の⾏事に積極的に参加し、地
域の⽂化や⽣活に触れているか。

◯

・今後地域の祭りや
⽂化体験（松阪もめ
ん・埴輪館など）が
できる施設を活⽤す
る

（４）地域住⺠などを巻き込んだ⾏事な
どを⾏えているか。

◯

・マジックショーや
⼈形劇などに参加
し、地域住⺠を巻き
込んだ⾏事への参加
ができた。
・来年度は⿂茂さん
が獅⼦舞の踊りを披
露して頂けるという
話があり、来年度は
計画をしてもよいの
ではないかと検討中
である

（１）地域の⼦育てセンターとして、園
の開放をしているか。

◯

・今年度は⾏ってい
ない。センターとし
ての⼦育て⽀援は市
への申請等が必要な
ため、来年度は園庭
開放や親⼦教室等の
⼦育て⽀援を⾏って
いく計画をしている

家
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（２）地域に住む⼦ども同⼠、あるいは
親⼦が⼀緒に遊ぶことができるような場
の設定を⾏っているか。

◯
・来年度は園庭開放
や親⼦教室を⾏って
いく計画をしている

（３）「⼦育てについて」など、保護者
を対象にした学習の機会を設定している
か。

◯

（４）職員による「⼦育て相談」は充実
しているか。

◯

（５）医療機関・児童相談所などの専⾨
機関と連携を図り、保護者にとって必要
な情報を提供している。

◯

（１）保育所だより・クラスだより・
ホームページなどで施設の情報を発信し
ている。

◯

（２）⾏事や⼦育て⽀援事業などを地域
の連絡会や児童施設、⼩学校に対して周
知しているか。

◯

・今後⾏事の開催や
⼦育て⽀援事業を運
営する時には、その
都度⼩学校へ情報を
発信していけるよう
に検討中である
・来年度は⾏事案内
を⾃治会や⼩学校等
に連絡していく

（１）第三者評価を導⼊し、施設運営に
反映しているか。

◯

・開園１年⽬という
ことで、第三者評価
を５年に⼀度⾏って
いくよう検討中であ
る

（２）地域や保護者の意⾒を施設運営に
反映しているか。

◯

アンケートをとって
保護者に意⾒等を改
善していけるように
職員全体で周知し、
話し合っている
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